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平成26年度  決算の状況
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国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉
スキー場事業
特別会計

後期高齢者医療
特別会計
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【民生費】臨時福祉給付金の給付経費など各社
会保障費の増により、昨年度に比べ３億円（
　4.6㌫）の増
【教育費】小学校の建替事業費の増などにより、
昨年度に比べ4.7億円（39.1㌫）の増

ポイント

●総務費：市の全般的な管理などの経費や戸籍、
統計業務などに使われたお金

●民生費：お年寄りや子どもなどの福祉のために
使われたお金

●土木費：道路や公共施設などの整備や維持に使
われたお金

●教育費：児童・生徒の教育や学校・保健体育施
設の運営などに使われたお金

●公債費：道路や公共施設などを整備するために
借り入れた借金を返済するためのお金

●給与費：職員に給料やボーナス、退職手当など
を支払うためのお金

【地方交付税】ごみ処理施設建設時の借金返済
が終わったことなどにより、昨年度に比べ2.
　 5 億円（4.3㌫）の減
【国・道支出金】小学校建替事業の国庫支出金
の増などにより、昨年度に比べ3.9億円（9.
　 8 ㌫）の増
【市債】土地開発公社解散事業の終了などによ
り、昨年度に比べ22.3億円（45.5㌫）の減

ポイント

●市税：市民の皆さんから納入していただいた税金
●地方交付税：市町村の規模や税収に応じて国から
交付されたお金

●国・道支出金：特定の事業に使うため国や北海道
から交付されたお金

●市債：道路や公共施設などを整備するため国や銀
行から借り入れた借金
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民生費
68.5億円
33.5％

市税
51.7億円
24.7％

土木費
18.9億円
9.2％

地方交付税
56.4億円
27.0％

国·道支出金
43.7億円
20.9％

その他
30.6億円
14.6％

市債
26.8億円
12.8％

教育費
16.7億円
8.2％

公債費
29.0億円
14.2％

給与費
37.5億円
18.3％

その他
20.9億円
10.2％

総務費
13.2億円
6.4％

支出
204.7億円
前年度比

12.7億円(5.9%)減

収入
209.2億円
前年度比

14.9億円(6.6%)減


